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平和の文化をきずく会                                        ２０１３年３月７日（木） 

☆☆   広報誌広報誌 「「   平和の文化をきずく」平和の文化をきずく」   NONO ．． ６９６９     ☆☆ 

2001 年から 2010 まで国連「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文化国際 10 年」 

◆２０１３年度総会のご案内 

 2000 年１月に「平和の文化をきずく会」（以下「きずく会」）がスタートして１３年が経過しました。2001 年

から 2010 年までが国連の定めた「「世界の子どもたちのための平和と非暴力の文化国際 10 年」（以下

「平和と非暴力の国際 10 年」）であり、世界が平和の文化と非暴力を求めて活動した時期です。残念な

がら 2001 年 9 月 11 日にアメリカで起こった航空機衝突事件を理由に、アメリカが武力を使って「報復」

を行なうことによって「平和と非暴力の国際10年」は影が薄くなってしまいました。しかし今再び「非暴力」

や「平和」をテーマとした新たな運動がすすんできています。 

 ２０１４年に向けて以下のようにきずく会の総会を開催します。現在出版に向けて準備をすすめていま

すが、総会ではこの内容についてもご意見をいただけたらと思っています。 

１．日 時：２０１３年３月２４日（日）午後１３時３０分～１６時３０分 
      （午後 13:30 分から 14:30 分まで総会, 以降講演と質疑討論） 

２．場 所：立正大学４号館２階４２３教室（大崎キャンパス） 

R 大崎駅・五反田駅から徒歩 5 分 

           http://www.ris.ac.jp/access/osaki/ndex.html 

３．講  演：「福島原発事故と教育の責任―環境市民教育に向けて」 

            羽角 章氏（神奈川県立高校教諭・ 

                新しい環境学習をつくるネットワーク代表） 

４．参加費：５００円 

５．連絡先：瀧口 優（e-mail: takiguchi-masaru@r8.dion.ne.jp) 
＊申込み：フォームから https://ssl.form-mailer.jp/fms/f881d77a147386 

 ＊前号のニュースで会場を大東文化会館としていましたが立正大学に訂正します。 

 ＊当日は１０時より事務局会議を行ないます。上記立正大学４号館２階４２３教室（大崎キャンパス）にお集まり下さい。

総会・講演会の準備と編集について話し合います。 

◆２０１３年度会費の納入をお願いします 

 ２０１２年度は３７名の方々から会費をいただきました。ニュースの発行や総会開催、あるいは日本ユネ

スコ協会連盟等の賛助会費などに充てています。別添の払い込み用紙をお使い下さい。もしくは郵便

局備え付けの払い込み用紙にて「00120 -０-182008 平和の文化をきずく会」宛てに２０００円を送ってく

ださい。 

◆２０１３年度総会議案です（ご意見をお寄せ下さい） 

１．きずく会会則より 

＜平和の文化と非暴力に関る取り組みをすすめる＞ 

  ＊本会は国際連合の「平和の文化に関する宣言」ならびに「行動計画」の精神をふまえて、日
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本に平和と非暴力の文化をきずくことを目的とする。 

（平和の文化をきずく会会則第2条【目的】） 

  ＊この会はその目的を達成するために、会員の自主的な活動を尊重しつつ次の活動を行なう。 

   ア．研究会、講習会、懇談会の開催 

   イ．平和の文化に関する情報交流と資料の提供 

   ウ．様々な団体との交流 

   エ．その他「平和の文化」をすすめるために必要なこと   （会則第５条【活動】） 

２．この１年間の経過 

＜２０１２＞ 

    ０３月０５日（月）広報紙「平和の文化をきずく」     NO.６５号 

    ０３月２５日（日）２０１２年度総会              大東文化会館 

    ０４月２７日（金）第１２５回幹事会             地球ひろば 

    ０６月０６日（水）広報紙「平和の文化をきずく」      NO.６６号 

    ０６月０９日（土）第１２６回幹事会              地球ひろば 

    ０７月２１日（土）第１２７回幹事会              地球ひろば 

    ０８月２１日（金）第１２８回幹事会              地球ひろば 

    ０９月１５日（金）広報紙「平和の文化をきずく」      NO.６７号 

    ０９月１７日（日）第１２９回幹事会              ｳｨﾒﾝｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ 

    １０月２２日（月）第１３０回幹事会              ｳｲﾒﾝｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ 

    １２月０３日（月）第１３１回幹事会              清泉女子大学 

＜２０１３＞ 

    ０１月０４日（金）広報紙「平和の文化をきずく」      NO.６８号 

    ０２月０１日（金）第１３２回幹事会              清泉女子大学 

    ０３月０７日（火）広報紙「平和の文化をきずく」      NO.６９号 

３．会計決算 

（１）収入の部 

  項 目   予  算 決  算 比較増減  備  考  

   会 費 100,000 74,000 －26,000  2000×37  

   事業費 10,000 5,400 －4,600  ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ･ﾜ-ｸｼｮｯﾌﾟ等  

   寄 付 5,000 12,000 7,000 個人カンパ  

   雑 費 1,000 0 0   

   繰越金 -5048 28,672 33,720   

  合 計 110,952 120,072 9,120  

（２）支出の部 

   項 目   予  算 決  算 比較増減  備     考  

  事務費 5,000 0 	 	 	 	 	 	   印刷･文具･封筒等  

   通信費 50,000 27,600   110通×80円×3回＋α  

   会議費 20,000 30,000  総会講師謝礼  

   資料費 30,000 30,080  日ユ、ESDJ  

   予備費 5952 0    

   合 計 110,952 87,680    
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           （次年度への繰り越し）120,072 – 87,680 = 32,392 

 

３．２０１３年度方針 

１）．出版活動などを積極的にすすめる。 

 （１）新しい冊子作成に向けて準備する。年度内の完成を目指す（目次は後述）。 

２）．ＣＰＮＮ（Cul ture  o f  Peace  News  Network：平和の文化ニュ－スネット  ワ－ク）を

積極的に発展させる。 

（１）今後とも現在のHPを維持しつつ、投稿の記事を広げて行く。今年度の新規投稿１００を目

標とする。 

   （２）モデレ－タ－を養成するためのワークショップを行い、記事が掲載される可能性を拡大す

る。 

３）．宣伝 

  （１）講演会やシンポジウムを開く 

   （２）ブックレット（１集から５集）やベティ・リアドン翻訳書の普及 

   （３）ニュ－スの発行（２ヶ月に１回を目安に） 

  （４）手製の資料集などを作成・販売する 

４）．子どもたちに大きな影響を与えるメディアへの積極的な取り組みを進める 

  （１）平和の文化を推進するメディアを重視して取り組む 

（２）戦争や暴力文化を助長するメディア等への取り組みをすすめる 

５）．国 や国 連 として「平 和 の文 化 」に引 き続 いて取 り組 むように働 きかけていく（内閣府、国

連、国連広報センターなど） 

６）その他 

＊その他平和の文化を築くために必要なことに取り組む 

 

＜出版目次（案）＞今後も変わっていきます 

（１）タイトル（案） 

『平和と非暴力の創造－平和の文化の国連１０年を踏まえて（仮称）』出版に向けて 

（２）出版書の構成案（Ａ５版２３０頁程度） 

はじめに（出版の主旨） ２ｐ及び目次４ｐ  

Ⅰ部：平和の文化とは何か  

（１）平和と人間の安全保障について（武者小路公秀：元国連大学） 

（２）国連の資料「平和の文化に関する宣言と行動計画」及び平和の文化の取り組み－暴力

への信奉をどのように転換する（瀧口優：白梅学園短期大学） 

Ⅱ部：平和と非暴力の現状を捉える 

（１）全国自治体調査から見えてきたもの １６ｐ（瀧口眞央：朝鮮大学校非常勤） 

（２）東日本大震災と原発問題－環境と人権を含めて－１６ｐ（菊地恵子：大東文化大学他） 

（３）平和博物館と戦争展をめぐって １６ｐ（杉田明宏：大東文化大学） 

（４）平和教育をめぐってー体験、参加型、フィールドワーク等‐１６ｐ（竹内久顕：東京女子大

学） 

（５）社会教育の中での平和の文化ー行政をどのように動かすことができるか １６ｐ(穂積健児：
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社会教育推進全国協議会) 

（６）メディアにおける平和の文化と非暴力 １６ｐ（いとうたけひこ：和光大学） 

（７）ユネスコ協会連盟と平和の文化  １２p（岡田茂：元日本ユネスコ協会連盟事務局長） 

Ⅲ部：平和と非暴力の世界を築くための条件 

（１）軍縮教育のための学習と運動－ユネスコ文書を踏まえて １６ｐ（藤田秀雄：立正大学名誉

教授）―東北アジア平和のための学習－ 

（２）様々な対立の平和的な解決のための学習や実践 １６ｐ  

（松井ケティ：清泉女子大学） 

（３）平和の文化と非暴力の国際的な動向 １６ｐ （浅川和也：東海学園大学） 

―「平和への権利」や宗教教育を含めて－ 

（４）平和の文化とジェンダーをめぐって １２ｐ （馬場千枝子：ヒューマンリソース） 

（５）平和の文化と多文化共生・子どもの権利（未定）  ハーグ宣言にも触れて 

Ⅳ部：資料 １０ｐ   

奥付け等 ４ｐ 

＊1つの論文を１２～１６頁×９００字程度とします。また今後希望により追加があります。そして構

成・タイトルなどは今後まだ変更があります。 

（３）出版時期：２０１３年10月（予定） 

◆連絡・情報コーナー 

★PC のメールアドレスがある人 は教 えてください。 

＊既にこちらに届けてある方もあると思いますが、手書きでは間違いも多く、実際に届かない例もあ

ります。今後はニュースの配布を電子データで送りたいと思っています。以下のアドレスに「平和の

文 化 を き ず く 会 ア ド レ ス 」 と し て 名 前 を 入 れ て 送 っ て く だ さ い 。   tak iguch i ‐

masaru@r8.d ion .ne . jp  

次回の 13３回幹 事 会 は総会の午前中３月 24 日 （日 ）10 時 00 分 から立正大学（JR 山手線大

崎･五反田駅下車）で行ないます。問合せ電話は 080-3450-6878（瀧口）へお願いします。 

＊国連のユネスコ本部における｢平和の文化｣HP は http://www3.unesco.org/iycp/ 

＊国連で「平和の文化」について決議された文書が次の HP に掲載されています。国連総 

会では 2001 年から 2011 年まで毎年「平和の文化」の促進決議が上げられています。 

 http://www3.unesco.org/iycp/uk/uk_sum_refdoc.htm 

＊「きずく会」のホームページ（http://homepage2.nifty.com/peacecom/cop/） 

＊平和の文化ニュースネットワーク（http://blog.goo.ne.jp/cpnn） 

平和の文化に関する映画や書籍、あるいは歌、そして日常の出来事などが 400 以上掲載されて

います。 

＊事務局：〒332-0015 川口市川口 2-15-1-1004 瀧口優  

048-254-5074(TEL) 048-254-5051(FAX) 


